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はじめに
本稿は、ヘレン・R．ロス（Helen R. Ross、スターリング大学）とコーネリス・プラグ（Cornelis Plug、
南アフリカ大学）が 2002 年にオックスフォード大学出版局から公刊した『月の錯視のなぞ―大きさ知























『月の錯視のなぞ』の本文は 13 章より構成されており、1章 天体錯視、2章 月と太陽の実際の大
きさ、3章 知覚された大きさ、4章 月の錯視の測定、5章 大気の屈折、6章 空気遠近、7章 観察者
の目の中で、8章 天の丸天井、9章 近くにありながら遠い、10 章 月の大きさの推定、11 章 注視角、























































なった（Kaufman & Rock, 1962a, b）。この方法によってえられた水平方向の月の拡大は、平均して約






したスケッチ画の調査においてもまた、地平線上の太陽は上った太陽の約 1.5 倍とされている（King 
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